
Ｓ４－２． 情報工学科

■■ 年 次 別 授 業 科 目 表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

福岡工業大学情報工学部履修要項

国璽国 年次別授業科目表
〔情報工学部〕各学ご
■教養教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目）

２年次

　　　　　　　　　　　　　　

３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期

　　　　　

前

　

期

　　

１

　　

後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

　　　　　　

九州学

人文＋↓△分野

　　　　　　

文学

　　　　　　

海外事情

　　　　　

日本事情１

自然科学分野

　　

自然と科学

保健体育分野

　

健康運動学

近代経済学

　

開講濃

　

２

三平手

　　

－ １
経済と社会

倫理学 哲学

　　

１２

日常生活と法 ２ 日本国憲法 ２ 産業と法

　

Ｅ２

大衆社会論 ２

日本事情Ｄ

　

２

徽僻１獅蝋寺２

　　　

下市′

　

，口，。

年次

学科目

各学科共通

　　

教養教育及びスキル教育科目表

４年次

健康科学

■スキル教育科目

後

　

期

２ 英語初級皿 ２１英語初級Ｗ 溺那；弓雪多言多望雷１２秘駕二言１２

英語中級Ｉ 英語中級ロ ２ 英語中級ｍ ２１英語中級Ｗ ２

英語上級Ｄ

－
中国語Ｄ

２

　　　

一

　　　

２

英語上級皿

　

２ 英語上級ＩＶ

　

２

フランス語１１２フランス語Ｄ

　

２

韓国語１ 韓国語ロ ２ ドイツ語１ ２ ドイツ語Ｈ ２

日本語ロ ２

　　　　

キャリア形成
キャリア

②

形成分野

　　　　

′

　

日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

次

福岡工業大学情報工学部履修要項

区璽司 年次別授業科目表
〔情報工学部〕情報
■専門基礎科目

郭諭き １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

専門基礎科目

基礎物理学 ２ 物理学１ ② 物理学ロ ２
基礎

電磁気学 ２ 情報物理学 ２

線形代数ｌ ② 線形代数ｎ ２ 離散数学 ２
幾何学的
情報数学 ２ 現代幾何学 ２ 応用代数学 ２ 応用幾何学１２

基礎数学 ２ 解析１ ② 解析ロ ２ 解析ｍ ２ 微分方程式 ２ 復素関数論 ２

情報工学科

　

専門基礎及び専門教育科目表

じ主「］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上を取得しなければならない。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上（うち英語８単位を含む）、キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし、。
［注３］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注４］ 「日本事情１」、「日本事情ｎ」、『日本語１」及び「日本語ロ」は留学生のみ受講できる。
［注５］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注６］ 協定校 （日本語センター） からの留学生は、

　　　

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし、。
②日本語能力試験 （Ｎ２以上） に合格しなければ、ｒ日本語１」 の単位を認定しなし・。
③日本語能力試験（ＮＩ）に合格しなければ、「日本事情１」の単位を認定しなし、。
④日本語能力試験 （Ｎ］） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。

５

■専門教育科目

，嘉さ
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

情報基礎学

情報基礎
ゼミナール ② 確率統計論 ② 数理計画法１２ 情報工学

特別講義 ②情需欝罰②寧塾瀞２
コンピュータ

　

科学 ② オートマトン
と形式言語 ② 情報理論 ２

コンピュータ
リテラシー ②

］ンピユー夕
ソフトウエア
工

　　　　

学

　

人工知能
プＤグラミング２ 是詔影１２

雪デ② ｇ琉ラ１②ダ多重ン
プ
グ
□
，② ＪＡＶＡプロ

グラミングロ ２ 芳務グ」２
データ構造と
アルゴリズム ②

ヨグ
ベ多ス

ー
テ
テエ⑦ ソフトウエア

　

工学ｌ ２ソフトウエア

　

工学Ｄ ２

情報工学
実験皿 ②

情報工学
実験Ｗ ②

コンピュータ
ハードウエア
工

　　　　

学

電気回路１

　

② 電気回路江」２ 電子回路 ２ 集積回路
工学 ２

ア雑多＃，ｒ②

論理回路 ② 論理設計 ２ 宴箆議も１２

ア雑多＃，ｒ②
コンピュータ

ア…キテクチャｎ
２

情報機器
工学 ２ ネ鰯』②

情報工学
実験１ ② 情報工学

実験ｎ
②

知 能 情 報
メディア工学

マル雷イアド

人工知能
基礎

２ 自然言語
処理 ２

　

ヒューマン
］ンピユー夕・ ②
インタラクション

　

情報
セキュリティ

２

マル雷イアド ディジタル
信号処理 ２

データベース

　

２ コンビユータ
グラフィックス

２
パターン
認識 ２ 音情報処理 ２

人工知能
応用

２ 画像情報
処理 ２

知能□ポット

　

工学 ２

共

　

通 情報技術
資格ｌ ２ 情報技術

資格ロ ２ 卒業 研究

　　　　

１⑥

じ主１］ １年間に履修登録できる単位数は、スキル教育科目の

　

ｒ就業実習」、教養教育科目の「海外事情」、教職科目、その他カリキュラム外の

　　　

科目、 留学生は外国人留学生科目を除き最大５０単位とする。 ただし、 教育的配慮から例外を認めることがある。

一軒一撚謂”肩船叫

　

一興－
情報
工
字科

　

１斡一
情報
通
信工
学
科
「仲一
酪鎚
幣－‘
‘

　

一翻一
も幻労刈ント学科ー



Ｓ４－３． 情報通信工学科

■■ 年 次 別 授 業 科 目 表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『

福岡工業大学情報工学部履修要項

医国司

　

年次別授業科目表
〔情報工学部〕
■教養教育科目

，溢ヨミ
「年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

Ｆ

　　

後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

教
養
教
育
終
Ｅ

人文社会分野

九州学 ２ コミュニケ－
ション基礎 ② 甑凄１２

認知心理学 ２ 経済と社会 ２ 近代経済学

　

２

倫理学 ２ 哲学

　

１２

日常生活と法 ２ 日本国憲法 ２ 産業と法

　

１２

文学 ２ 大衆社会論 ２

海外事－膚 ２

日本事情ｌ ２ 日本事「宿ロ ２

劃然科学分野 自然と科学 ２ 地球と環境 ２ 物質と化学

　

２ 生命と生態系１２

保健体育分野 健康運動学 ２ 健康科学 ２

■スキル教育科目

各学科共通

　　

教養教育及びスキル教育科目表

福岡工業大学情報工学部履修要項

国司 年期り授業科目表
〔情報工学部〕情報・
■専門基礎科目

声ｉミ次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前 期

　

－

　

後 期

専門基礎科目

基礎数学 ２ 寧欝州勿 微分積分
・演習Ｄ ２

微分積分
応用 ２ 微分方程式 ２ 複素関数論 ２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

電気基礎学 ② 線形代数１

　

・演習 ②
線形代数Ｄ

　

・演習 ２ 応用
線形代数 ２ 数理

暗号理論
２ 数窯号化ｉ２

基礎物理学 ２ 物理学１

　

１（２） 物理学Ｄ ２

　

自然現象と
シミュレーション

２ 量子工学 ２ 量子
情報科学

２

一専門教育科目

会き １年次 ２年次 ３年次 ４年次
前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

情 報アー キ
テクチヤ工学

噸語学１②

　

情報
セキュリティ

　

２ 姿」之響き宅と２

　　　　　　

′

霜駕ヨグ１２

老キ
ヒ彰一チ

タ ② ネットワーク
アーキテクチャ

２ ネツトワ「ク
マネジメント

謬ら云；’② データ構造と
アルゴリズム

２ データベース ２

プ□グラミング

　

演習１ ②
プ□グラミング

　

演習韮 ②
プ□グラミング

　

演習ｍ ② オブジェクト
指向概論 ２オブジェクト指向

プ□グラミング
２

情報デザイン
工

　　　　

学

ソフ縞 ア ② オペレーティング

　

システム ② 情報
メディア ２ マルチメディア

幾何理論 ２ コンピュータ
グラフィック

２

撃ち謬１２

システム
設計・開発

２ プ□ジエクト
マネジメント ２

　

情報
ストラテジ

２

業鬼Ｆ２

ネ、ツトワ ク

　

概論
２ ネットワーク

サービス
２

アプリケ「ション

　

演習
２湧き覧老グ２ 業鬼Ｆ２

通信基礎
工

　　

学 甑灘

　

２

情報理論 （２） 通信法規 （２）

情
工
報
学
通
，
信

　

｛２ 情報通信
工学虹

（２ ディジタル
信号処理ｌ

２ ディジタル
信号処理＝

２

通信工学
演習

（２｝

通信システム
工

　　　　　

学

霊．鵠－（２〉 電気回路
応用・演習 ２

情報交換
システム

　　

２

遮虐墓で１２醍丁ｆ

　

Ｉモ多望欝睡＝２

電子回路ｌ （２｝ 電子回路ｎ ２
情報交換
システム ２

ディジタル
回路Ｉ （２〕

ディジタル
回路虹 （２〉 言慢測工学Ｉ （２ 計測工学Ｄ （２

電磁気学
・演習１ （２〉

電磁気学
，演習立 （２）

電磁波工学

　

Ｉ （２） 電磁波工学

　

＝
（２）

光ファイ／で
通信工学

２

－満報伝送
工学Ｉ （の

情報伝送
工学Ｄ （２） モバイルコミユニ

ケーション工学 ２

共通科目

現キー

技術者倫理１② 技術英語１ 〔２） 技術英語Ｄ ２

情報工学
創一成実験 （２）

情報工学基礎実験

　　　

④ 情報工学応用実験 ④ 卒業研究

　

１⑥

Ｇ主２］

［ラ主３］

情報通信工学科

　

専門基礎及び専門教育科目表

ラム外の科日、留学生は

嘉き １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語分野

英語初級１ ２ 英語初級ロ ２ 英語初級ｍ ２ 英語初級Ｗ ２ヲ三鵜到２三三多言多望砕老多言号醐２ヲ三多言“嘉一２
英語中級ｌ ２ 英語中級ロ ２ 英語中級皿 ２ 英語中級ｙ ２

英語上級１ ２ 英語上級虹 ２ 英語上級ｍ ２ 英語上級Ｗ ２

中国語１ ２ 中国語ロ ２ フランス語Ｉ２フランス語亘２

韓国語１ ２ 韓国語Ｄ ２ ドイツ語１ ２ ドイツ語ｎ ２

日本語１ ２ 日本語ロ ２

キャリア
形成分野

キャリア形成 ②

日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　　

２

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から「４単位以上を取得しなければならなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならない。
［注３］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注４］

　　　　　　

１

　　　　　　

・

　　　　　

読

　　　　　　　

誌

　　　　　　　　

酪…

　

守［注４］ 「日本事情１」、「日本事情ｎ」、「日本語１」及び「日本語江」は留学生のみ受講できる。
［注５］ 「海外事情」 の受講は、 所定の海外研修への参

　

が、、 である［注５］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注６］ 協定校 （日本語センター） からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならない。②日本語能力試験 （Ｎ２以上） に合格しなければ、「日本語１」 の単位を認定しなし、。
③日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「日本事情１」 の単位を認定しなし、。
④日本語能力試験 （Ｎ「） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。

６

一
触
「
情
報
工
学
部

　　

－

一糾一
掘削和船劃

　

一鳩一
情報工学科

　

．綿－
情報通信工学科
一陣一
難剛鎚彬
≧，ヱ
一難一
お祢労勉ント学科Ｌ



Ｓ４－４． 情報システム工学科

．圃 年 次 別 授 業 科 目 表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

福岡工業大学情報工学部履修要項

国司 年次別授業科目表
〔情報工学部〕各学矛ご
■教養教育科目

各学科共通

　　

教養教育及びスキル教育科目表
（科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目）

，
溢ヨミ

“．
１年次

，．後

　

期

　　　　　　　

九州学

　　

２

　　　　　　

認知心理学

　

２

　

人文社会分野

１：
キ

　　　　　　

文学

　　

２

目

　　　　　　　　　

海外事情

　　

２

　　　　　　　

日本事情１

　

２

コミュニケ－
ション基礎

②

認知心理学 ２ 経済と社会 ２

倫理学 ２

日常生活と法 ２ 日本国憲法 ２

文学 ２ 大衆社会論 ２

海外事情 ２

日本事情１１

　

２日本事情１

　

２

自然科学分野

保健体育分野

自然と科学

　

２

健康運動学

　

２

地球と環境

　

２

期

　　　　　　

前

　

期

　　　　　

後

　

期

靴学２輸瑠 ヨ
ー

■スキル教育科目

声 ミ」 －年次
，．

　　　　　　

英語初級１ 英語初級江

　

２

　　　　　　

英語中級工

　

２ 英語中級ロ

　

２

　　　　　　

英語上級工

　

２ 英語上級１１

　

２

ス 外国語分野

キ 中国語１

　　　　

中国語１

　　

２
ル
募
育
希

　　　　　　　　　

韓国語１

　　

２ 韓国語＝

　　

２
目

　　　　　　　

日本語１

　　

２

　　

日本語Ｄ

　　

２

　　　　　　

キャリア形成 ②

　

キャリア

　

形成分野

　　　　　　

日本語表現

　

２

２年次 ３年次 ４年次

前

　

期

英語初級１

後

　

期

英語初級江

　

２

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

英語初級ｍ ２ 英語初級Ｗ ２ 三多言メヱルう多言参ｇ詐 老多言号醐２＃多言多醐２

英語中級工

英語上級工

英語中級ロ

英語上級亘 ２

英語中級ｍ

英語上級ｍ

２

　　　

一

　　　

２

英語中級Ｎ

英語上級Ｎ

２

　　　

ー

　　

２

中国語１ 中国語ｎ ２ フランス語１ ２フランス語Ｄ２

韓国語１ 韓国語虹 ２ ドイツ語１ ２ ドイツ語Ｄ

日本語１ 日本語Ｄ ２

②

２ 就業実習

　

１２

福岡工業大学情報工学部履修要項

回国

　

年期限溺斗目表
〔情報工学部〕情報システム工学科

　　

専門基礎及び専門教育科目表
■専門基礎科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目、（）印は情報システム技術コースの］「ス必修科目）

涌き １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

専門基礎科目

線形代数工 ② 線形代数ロ 〔２） 応用代数学１２

応用幾何学１２解析Ｉ ① 解析虹 （２） 解析ｍ

　　

ｌ（２〕 禦冨１２ 現代幾何学」２

数学演習 ②

［注１］「線形代数」、「解析１」及び「数学演習」は習熟度別にクラス分けして行う。

［注１］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上を取得しなければならなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし、。
［注３］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注４］ 「日本事情１」、「日本車ｒ青ｎ」、「日本語１」及びｒ日本語Ｄ」 は留学生のみ受講できる。
［注５］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注６］ 協定校（日本語センタ一）からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならなし、。
②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、ｒ日本語１」の単位を認定しない。
③日本語能力試験 （Ｎ「） に合格しなければ、「日本事情１」 の単位を認定しなし、。
④日本語能力話鵡験 （ＮＩ） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。

■専門教育科目

粛ｉき １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

情報基礎
工

　　

学

情報科学
概論 ② 寡型裏書１② 情報技術者

　

倫理 （２） 情報技術史 〔２）
テクニカル
ライテイング、（２プ鰯留誹り

技術基礎
数学 ② 確率統計 （２） 情報

解析学ｌ （２）
情報

解析学ｎ （２

］ンピュータ
基礎数学 ⑦ 電子回路 ②

論理回路

　

（２）
電気電子
工学基礎 ② 電気回路 ② 論理回路 （２

情報工学

プログラ
ミング基礎

② Ｃプ□グラ
ミングｌ

② Ｃプ□グラ
ミンク江 （２雪ｇ〆⑦ 応用プ□グ

ラミングロ 〔２） 人工知能 ２）

肇群

　

② 計算機
工学ロ （２ コンピュータ

グラフィックス ２
画像処理
工学 ２

先端技術
展望

２

マルチメディア
データ通信 （２ 情報ネットワーク

　

システム
｛２）

システム
工

　　

学

システム
制御工学１

（２〉
システム
制御工学＝

（２
デジタル
制御工学 ２

基礎□ポット

　

工学
（２）

知能□ポット

　

工学
（２：

　

□ポット
シミュレーション ２

センサ
情報処理 （２）

　

生体
システム論 （２：

　

メカト□
アクチュエータ ２

システムＬ５１

　

基礎
（２）

組み込み
ソフトウエア

（２；
システムＬＳＩ

　

応用 ２

共

　

通

　

情報
リテラシー工

②，週誓－－２
情報技術
資格１ ２ 情報技術

資格江 ２

フレッシュマン
プ□グラム

② 情報システム基礎実験 ④ 情報処理工学実験 ④

情鰹感謝②シ聾鶏報② 卒業研究

　　　　

１⑥

Ｌ注２］ １年間に履修登録できる単位数は、 スキル教育科目の 「就業実習」、 教養教育科目の 「海外事－湾」、 教職科目、 その他力リキュラム外の科

　　

目、 留学生は外国人留学生科目を除き最大５０単位とする。 ただし、 教育的配慮から例外を認めることがある。
［注３］ 「情報技術資格１」及び「情報技術資格ロ」は、履修後に該当する国家資格に在籍中に合格したものにつし、て、届け出により単位を認定

　　　

する。 ただし、 履修前に当該資格を既に取得してし、るものについては、 届け出のみで単位を認定する。

７

　

覗

　

凹ｉ増岨蝶皿

　

叩ー蟹停．ーー

【秘－－
醐離和昭剖

　

」鰯一
債報工学科

　

一鉢一
債報通信工学科
一陣一
晦鞠聾‐くマ‘

　

一縛一
四初男刈ント学科一



Ｓ４－５． システムマネジメント学科

．圃 年次別授業科目表

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

福岡工業大学情報工学部履修要項

区璽回 年次別授業科目表
〔情報工学部〕各学零さ
■教養教育科目

嘉三次
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

教
養
教
育
科
目

人文社会分野

九州学 ２ コミュニケ－
ション基礎

② 瓢欝１２

認知心理学 ２ 経済と社会 ２ 近代経済学１２

倫理学 ２ 哲学

　　

１２

日常生活と法 ２ 日本国憲法 ２ 産業と法

　

１２

文学 ２ 大衆社会論 ２

海外事情 ２

日本事情Ｉ ２ 日本事情ロ ２

自然科学分野 自然と科字 ２ 地球と環境 ２ 物質と化学 ２ 生命と生態系１２

保健体育分野 健康運動学 ２ 健康科学 ２

■スキル教育科目

声≧ご欠 ↑年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語分野

英語初級Ｉ ２ 英語初級Ｄ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２＃多言メガドヲ尋多言号醐２為多言零細２三歎醐２

英語中級Ｉ ２ 英語中級＝ ２ 英語中級皿 ２ 英語中級Ｗ ２

英語上級Ｉ ２ 英語上級＝ ２ 英語上級皿 ２ 英語上級ｙ ２

中国語１ ２ 中国語虹 ２ フランス語Ｉ２フランス語Ｄ２

韓国語ｌ ２ 韓国語江 ２ ドイツ語Ｉ ２ ドイツ語Ｄ ２

日本語ｌ ２ 日本語ロ ２

キャリア
形成分野

キャリア形成 ②

日本語表現 ２ 就業実習

　　

２ 就業実習

　

１２

各学科共通

　　

教養教育及びスキル教育科目表
○印は必修科目）

福岡工業大学情報工学部履修要項

　　　 　　　　　　　　
〔情報工学部〕システムマネジメント学科

　　

専門基礎及び専門教育科目表

嘉き １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 ′後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

専門基礎科目

線形代数１ ２ 線形代数ｎ ２ 解析１

　

１２ 解析＝

　

１２ 微分方程式

　

２

』甚一

マルチメデイア
幾何理論

２

基礎数学 ２ 確率統計１ ② 数理
暗号理論 ２ 数理符号化

理

　　　

論
２

物理学１ ２ 物理学江 ２

　

ｉヒｒｒ

　

．・′

　　　

－

　

．－」′

［注「］ 教養教育科目は人文社会分野から１４単位以上を取得しなければならなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語分野から８単位以上 （うち英語８単位を含む）、 キャリア形成分野から２単位以上を取得しなければならなし、。
［注３］ 教養教育科目は年度により前期と後期の科目が入れ替って開講されることがある。
［注４］ 「日本事情工」、「日本事情ｎ」、「日本語１」及び「日本語ｎｊ

　

は留学生のみ受講できる。
［注５］ 「海外事情ｊ

　

の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。
［注６］ 協定校 （日本語センター） からの留学生は、

①初年次前期の「日本事情１」及び「日本語１」を履修し、７月実施の日本語能力試験（Ｎ２以上）を受験しなければならない。
②日本語能力試験（Ｎ２以上）に合格しなければ、「日本語１」の単位を認定しない。
◎日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「日本事情１」 の単位を認定しなし・。
④日本語能力試験 （ＮＩ） に合格しなければ、「卒業研究」 を履修することができなし、。

８

■スキル教育科目

声ご次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期 前

　

期

　　

Ｆ

　　

後

　

期

システム
マネジメント

　

基礎

諺論嚢②情報数学Ｉ ② 情報数学ロ ２

情報処理ｌ ② 情報処理Ｄ ２

オフイス
情報処理 ２

プレゼンテー
ション基礎 ２ 確率統計Ｄ ２

ＤＴＰ入門 ２
コンピユ「夕

グラフ子ソクス入門２

システムマネジメント

　　

基礎実験 ④

経営システム

馨屋 経営管理論 ② 経営計算論 ２

　

環境
マネジメント２マーケ言ング２

オ幣聖円②オペレ シヨンズ

　

リサーチ＝
２

ネ掌隷，たり
ス２

オフィスネット
ワークシステム

２ 福祉サービス
ネットワーク

２

　

情報
システム論

② ｅ‐ビジネス ２
ベンチャー
ビジネス論 ２

生産システム

電子工学

　　

２
概論 計測工学 ２ プ□ダクション

マネジメント
② オペレーション

マネジメント ② マ馨対中１琴察グ１２

情報技術史 ２

　

品質
マネジメント

２ 人間工学 ２

システムマネジメント

　　

応用実験 ４

情報メディア
システム

メディア
科学１

② ；壷ｒ１２マ櫛麓ア１② メディア
制作

２

プ□グラミ
ング基礎 ２ 券龍〒２ プ□グラミ

ング言語Ｄ ２

コンビユータ

　

基礎学 ２ 亭，鼻引２ インタラクティブ

　

コンブンツ
２；琴定刻２

関連科目

特別講義 ２

知的所有権

　

と法 ２

システム管理技術者資格 ２ 基本情報技術者資格 ２

ゼミナール・
卒業研究

システムマネジメント

　

ゼミナールｌ
④ システムマネジメント

　

ゼミナｍルロ ④ 卒業研究

　

１⑥

Ｌ注 目

　　

１システム管理技術者資格」 及び 「基本情報技術者資格」 は、 履修後に該当する国家資格に在籍中に合格したものにつし、て、 届け出に

　　　

より単位を認定する。 ただし、 履修前に当該資格を既に取得してし、るものについては、 届け出のみで単位を認定する。

一三斡－－仙獅醐一和船割

　

一輪一
情報工学科

　

Ｌ帆一
情報通信工学科
一沖一一難鞠鵜」‘
マ‘

　

Ｌ碑一
お祢労刈ント学科一



Ｓ５－２． 社会環境学科

■■ 年次別授業科目表

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

福岡工業大学社会環境学部履修要項

区璽回 年次別授業科目表
〔社会環境学部〕社会環境学科 １教養教育及びスキル教育科目表
■教養教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目）

，嘉きぐ
次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期 前

　

期

　　

１

　　

後

　

期

教
養
教
育
科
目

言語表現 日本語表現１ ２ 日本語表現１１

　

２ 考量滋養－②

キャリア キャリア
形成ｌ ② キ

形漏
り
，
ァ

　

② 撚盤１２

自

　

然

生活の中の

　

数学 ２凝議奉安罰２環境と自然

　

２

環境基礎
調査法

２

文

　

化

人間と倫理 ２ 九蜜霜史 ２
日本近代の

　

思想 ２

歴史学概論 ２ 地理学概論

　

２

海外事情 ２ 異文化コミユ
ニケーション

２

日本事情１ ２ 日本事情ロ ２

社

　

会 現代社会
と法

２ 国際関係の
歴史と日本 ２

健

　

康 暑豪華竺

　

② 心のしくみ ２ 健康の科学 ２

ゼ

　

ミ

教養ゼミナール ④

環電境基礎演習Ｉ ２ 環境基礎演習ｎ

　　　　　

２

福岡工業大学社会環境学部履修要項

回国 年次別授業科目表
〔社会環境学部〕社会環境学科１専ｐ９教育科目表
■専門教育科目 （科目名の右側の数字は単位数、０印は必修科目）

壷ｉミ 「年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期

　　　　　

後

　

期

共

　

通 社今驚判る 社会環境学
特殊講義ｌ ２

社会環境学
特殊講義ｎ ２

経済・経営系

経済発展論 ２ アジア
経済論 ２ 国際貿易論 ２

多国籍
企業論 ２

地域開発論

　

２

生産管理論

　

２

マ÷ケティング

　

２

公共経済学 ２ 環境経山済学
”同
２

資源エネル
ギー政策論

２ 国際環境
協力論

２ 地域開発論 ２

濠酸訓もマク□経済学
②

ミクロ経済学
”
２

経営情報
システム論

２ 環境会計論 ２ 環境管理論 ２ 生産管理論 ２

経営学概論 登 企業論
日
２ 比較経営論 ２ 経む済政策論 ２

簿記論 ２ 会計学 日
２ 財務会計論 ２ 経営分析論 ２

法・政策系

法・政策の
諸問題ｌ ２

法・政策の
諸問題ロ ２

国際環境論１２

環境政策工
＝“
２ 環電境政策ｎ ２ 環境法１ ２ 環畳境法ロ ２

灘醗認１も 現代日本
政治論］

＝回＝
２

現代日本
政治論１ ２ 行政過程論

　

Ｉ ２ 行政過程論

　

Ｄ ２ ＮＰＯ‐論 ２

憲法工 （≦〕 扇法ロ ２ 国際法１ ２ 国際法虹 ２ 国際環境論１２

民法１
一ｆ

　

２ 民法＝ ２ 民法皿 ２
環境判例
演習

２

企業法ｌ ２ 企業法江 ２

人間生活系

社会心理学
＝回り
２ 環罰発心理学 ２ 人間行動学 ２

環境地理学

　

２

綱園謝１ふライフスタ
イルと環境 ２ 人間環－境学 村

２ 発達環境論 ２ 生活環境論 ２ 環境教育論 ２

社会学概論

　

２ 地域社会学 ２ 環境社会学 （一
２ 都市社会学 ２

　

環費境
デザイン論 ２ 環境地理学

　

２

民俗学概論 ２ 環境民俗学 Ｍ
２ 文化環境論 ２ 環境人類学 ２

社会調査法

　

Ｉ ２ 社会調査法

　

Ｉ ２ 社会統計学 ２

ゼミナール ゼミナールＩ ④ ゼミナール江

　　　　　

④ ゼミナール皿

　　　　

１④

［注１］科目名の右側の＊印は基礎科目、（＊）印は基幹科目、無印は展開科目の区分を示す。
［注２］専門教育科目は、基礎科目から１２単位、基幹科目から６単位以上、基幹科目（前記６単位を除く）又は展開科目から５０単位以上、ゼミ

　　　

ナ「ルから１２単位、 必修科目の全部を含め、 合計８０単位以上取得しなければならなし、。
［注３］ １年間に履修登録できる単位数は、 教職科目を除き原則４８単位とする。 ただし、 例外を認めることがある。

■スキル教育科目

嘉ご １年次 ２年次 ３年次 ４年次

前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期 前

　

期 後

　

期

ス
キ
ル
教
育
科
目

外国語

英語初級１ ２ 英語初級ｎ ２ 英語初級皿 ２ 英語初級Ｗ ２ 溺耀打２三三歩鍔二言２老穿と育醐２為幾醐２
英語中級１ ２ 英語中級ロ ２ 英語中級皿 ２ 英語中級Ｗ ２

英語上級１ ２ 英語上級ロ ２ 英語上級皿 ２ 英語上級Ｎ ２

中国語１ ２ 中国語Ｄ ２ フランス語１ ２ フランス語Ｄ ２

韓国語１ ２ 韓国語ロ ２ ドイツ語１ ２ ドイツ語ロ ２

日本語ｌ ２ 日本語ロ ２

情報処理

情報検索
入門

② コンピユｍター
リテラシーＡ ① 統計データ

処理１
２ 統星霜夕 ２ データベース１２

コンピューター
リテラシーＢ

②メディアプレゼン

　

テーション
２

［注１］ 教養教育科目は、 必修科目の全部を含め、 合計２４単位以上を取得しなければならなし、。
［注２］ スキル教育科目は外国語から１２単位以上 （うち英語８単位以上）、 情報処理から８単位以上を取得しなければならなし、。
［注３］ 「日本事ｒ責１」、「日本事情ｎ」、『日本語１」及び「日本語Ｄ」は留学生のみ受講できる。
［注４］ 「海外事情」の受講は、所定の海外研修への参加が必要である。

９

一婚一
蹴離磯細ラ甜

　

一鮎一
社会環
境学科
「
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